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１．紙面版

概要 ▶ 昭和 2 6年に「市政だより」として創刊

▶ タブロイド版 1 6ページ（うち３ページは区民版）

▶ 毎月１回発行

▶ 発行部数 約 8 5万部（全戸配布約 7 9万部、拠点配布等６万部）

▶ 配布主体 婦人会、自治会、シルバー人材センター、民間ポスティング事業者

項目 課題

発

信

す

る

情

報

内容
紙面が限られ 、掲載情報が限定され る

各紙面の閲覧状況が分か ら ず 、紙面づ く り に生かす こ と が で きない

頻度 月１回の発信で 、 タ イ ム リ ー に情報を届ける こ と が で きな い

対象
若い世代に読まれに く い

世帯配布のため 、個人に まで情報が届きに く い

配 布
高齢化によ り地域団体での配布が困難にな り つ つ あ る

民間ポス テ ィ ン グ事業者の配布エ リ ア が拡大し 、費用が増加傾向にあ る

紙面版の課題
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１．紙面版

Kobe City Public Relations Strategy Department
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アンケート ( 2 0 2 0年度 )  

▶ デジタルに慣れ親しむ世代ほど紙面版を見ていない。

▶ 読む媒体は9 9 %が「紙面」。「W E B版 ( P D F版 )」はわずか3％。

市政情報を広く、確実に伝えるための、

デジタル社会に対応した広報



２．デジタル版 ｜ 広 報 紙 K O B E O N L I N E

アンケート ( 2 0 2 1年度 )  

▶ W e b  サイトに掲載する広報紙 K O B E  を充実した

場合（読みやすさ、記事や写真・動画掲載等）、

「W e b  サイト」を読む方は3 0％



２．デジタル版 ｜ 広 報 紙 K O B E O N L I N E

概要

▶ 2 0 2 2 . 7 . 1 9公開

▶ URL https://kouhoushi.city.kobe.lg.jp/

▶ SNS  広報紙専用アカウント「@kouhoushikobe」

❶ W e b特性を活かしたコンテンツ／スマホで読みやすいデザイン

➋ S N Sを活用した発信と拡散

➌ 読者ニーズを反映した記事づくり

特徴
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https://kouhoushi.city.kobe.lg.jp/


２．デジタル版 ｜ 広 報 紙 K O B E O N L I N E

デジタル版の狙い

➊若い世代の市政参加 ➋市民参加による魅力発信 ➌分析にもとづく取り組み

♦広報紙を読む習慣がない

若い世代にも、神戸市の

取り組みを伝えたい。

♦若い世代に神戸市に関心を

もってもらい、協働のまちづく

りを進めたい。

♦従来の市からの一方通行の

発信でなく、共感した市民

と一緒になって、市の魅力を

多くの市民に広げていきたい。

♦ 1回きりの広報ではなく、地

道に情報を発信し、 S N Sを

活用することで、市の魅力を

広げていきたい。

“ こえがひろがる広報紙 K O B E ”

コ ン セ プ ト

♦閲覧状況や読者の動き等を

分析し、客観的データに基づ

く広報（内容、構成、発信

方法等）を企画・実行してい

きたい。

♦読者の関心や、意見・声から

広報だけでなく、取り組みの

施策の企画立案に活かして

いきたい。
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紙面版 デジタル版

…

▶ 紙面版に掲載しきれない、取材を通じて市民にお

届けしたい情報（魅力や関わる人の思いなど）

が掲載できる

▶ 記事をより理解してもらう上で役立つ情報（歴

史など）が掲載できる

▶ 動画など、より興味を持ってもらうためのコンテンツ

が掲載できる

▶一目で全体を見れる

▶掲載できる情報量が限定

❶ Web特性を活かしたコンテンツ／スマホで読みやすいデザイン

（特集記事の例）

紙面版に

掲載しきれない

情報を掲載

WEB特性を活か

したコンテンツも

ex.動画



紙面版 デジタル版
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申込や詳細

情はリンクで

SNS

で拡散

❶ Web特性を活かしたコンテンツ／スマホで読みやすいデザイン

（イベント記事の例）

▶掲載できる項目、情報量が限定

写真等の掲

載制限なし
▶写真や追加情報など紙面版にない

情報を掲載

▶イベント申し込み等の利便性アップ



➋SNSを活用した発信と拡散
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♦広報紙に関連した情報を地道に発信

♦広報紙で紹介した記事に関する投稿に「いいね」や「リツイート 」反応を地道にコツコツと



➌読者ニーズを反映した記事づくり

Kobe City Public Relations Strategy Department

サイト閲覧状況の分析 ｜Googleアナリティクス

♦分析の一例

①流入経路（ S N Sからどれくらい流入しているか等）

②流入経路別のエンゲージメント率・エンゲージメン時間

③アクセス P Vの動き (どこのページに最初にたどり着き、

どこのページに展開していくか）

④ S N S別のインプレッション数・エンゲージメント率 等

♦取り組みへの反映検討

① S N Sを活用したターゲット広告

②市民参加型の記事づくりの検討

③サイト構成や記事内容の検討

④ S N Sでの発信内容 など
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３．デジタル版による広報業務の変化と各種業務への波及

企 画

原稿制作

レイアウトW E B掲載

S N S発信

分析

現段階

試行錯誤によるノウハウの蓄積

・ あ くまでも広報紙に

・広報戦略部と事業者

・広報戦略

「項目・内容」 「 タ ーゲット設定」

「 デジタルツール活用方法」

「効果的な伝え方 ( コスト含む ) 」

・市民コミ ュニケ ーシ ョン

現状

サイクル

次の段階

現状

サイクル

市全体の

広報企画へ反映

ノウハウ

の展開

広報に関するノウハウの展開

・各種業務の広報に

・市役所全体

・市民に確実に効率的に届ける広報

施策立案・スキーム検討も重要

そして広報も重要

将来段階

現状

サイクル

市全体の

施策立案へ反映

市民意見や声を活用した施策検討

・広報だけでなく各種取り組みへ

・市役所全体

・市民コミ ュニケ ーシ ョンを通じた

市民の意見や声をまちづくりに

市民とのコミ ュニ

ケ ーシ ョンを反映

広報は伝えるだけの媒体でなく、

コ ミ ュニケ ーシ ョンの媒体に




